
 
研究室での国際交流 

● 海外から研究者・学生を受け入れる。 

● 海外勤務・留学経験者を受け入れる。 

● 海外調査・研修を行う。 
● 海外企業・機関とも積極的につきあっていく。 
● 国産技術の育成の研究開発だけでなく、 

  海外技術の調査、 

  それをベースにした研究開発も行う。 

 

「彼を知り 己を知れば 百戦危うからず」 
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